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Ⅳ.令和２年度前期 南紀熊野サテライト開講授業

１．大学院授業科目

【授業のねらい・概要】

本授業では、刻々と変化を続ける現代の金融・証券市場について、グローバルとローカルの両方の視点から学習します。リ

ーマンショック、デリバティブ、地方創生、アベノミクスなどと、金融・証券市場がどう関連しているのかを学ぶことで、経

済全体が見えてきます。また、公益機関や実業界からもゲストスピーカーを招き、最新の情報を提供していただきます。より

効率的な学習効果が上がるよう、ゲストスピーカーと受講生のディスカッションの機会も設けています。

【授業計画】授業は以下の構成に沿って進め、必要に応じて内容を追加します。

第１回 『リーマンショックを振り返る』(担当：簗田)

現在の世界の金融市場は、リーマンショックの後遺症を残しています。そこで、リーマンショックの原因と結果を再確認

したいと思います。マイケルムーア監督〝キャピタリズム－マネーは踊る－"を視聴し、その後に議論を行います。

第２回『日本を豊かにする地方創生と地域金融・地方財政』(担当：簗田、ゲスト：吉弘憲介(桃山学院大学))

最初に地方創生政策と地域金融機関、また地方創生ファンドなどについて学習します。その後、桃山学院大学からゲスト

スピーカーを招き、地方創生と地域金融および地方財政についてお話しいただきます。具体的には、地域金融機関と地方中

小企業との関連や、地方創生ファンド、またアメリカの事例などをお話しいただきます。

第３回『多様化した現代の資産取引：株式、投信、デリバティブ』(担当：簗田、ゲスト：玉岡真一(大阪取引所))

最初に、現代の多様な資産運用手段や金融商品について学習をします。その後、大阪取引所からゲストスピーカーを招き、

現代の資産取引についてお話しいただきます。特に、現代の金融・証券市場では大きな影響力を持つデリバティブについて

も、専門家ならではの知見を交えてお話をいただきます。

第４回『和歌山県の金融経済事情』(担当：簗田、ゲスト：藤本迪也(和歌山社会経済研究所))

最初に、和歌山社会経済研究所からゲストスピーカーを招き、和歌山県経済事情について金融関係を中心にお話しいただ

きます。その後、ゲストスピーカーも交え和歌山県地域経済を中心にしつつ、関西経済や日本経済を見つめ議論を行います。

第５回『「人生100年時代」の資産運用～豊かなセカンドライフを目指して～』(担当：簗田、ゲスト：廣瀬克己(野村證券))

人生100年時代と言われるなか、年金財政の不安もあり個人資産形成は非常に重要な問題となっています。これについて、

野村證券和歌山支店よりゲストスピーカーを招き、学習するとともにディスカッションを行います。

【到達目標】

本講義の到達目標は、過去・現在の金融・証券市場について理解を深め、将来に発生する経済イベントに自信を持って対応

できるような金融リテラシーを獲得することです。

【教科書】

特に定めません。適宜、資料を配布します。

【参考書】※購入は必須ではありません。

証券経営研究会編『変貌する金融と証券業』(2018)、日本証券経済研究所

【成績評価方法】

議論への参加状況(50％)、最終レポート(50％)により総合的に評価します。

【授業時間外学修】

本授業では、金融市場、証券市場、資産運用、国内経済、地域経済など広い範囲を扱います。そのため、普段から金融関係

の新聞記事やインターネット記事を意識して読むようにして下さい。また初歩的な金融論の知識は必要です。

【履修上の注意・メッセージ】

受講生にプレゼンテーションを行ってもらい、それをもとに議論を行うことを検討しています。積極的な議論への参加を期

待します。また、ゲストスピーカーを招く講義は、順番の変更も有り得ます。その場合は事前にお伝えします。

第３回 ４月25日㈯ 10：30～16：00 担当：簗田 (ゲスト講師：玉岡真一）

第２回 ４月18日㈯ 10：30～16：00 担当：簗田 (ゲスト講師：吉弘憲介)

第１回 ４月11日㈯ 10：30～16：00 担当：簗田

実施日・時間

簗田 優 (ゲスト講師：吉弘 憲介、玉岡 真一、藤本 迪也)担 当 教 員

講義・演習授業形態２単 位 数

現代の金融・証券市場

(Modern Financial and Securities Markets)

授業科目名

(英文表記)

大学院区 分南紀熊野サテライト開 講

第４回 ５月16日㈯ 10：30～16：00 担当：簗田 (ゲスト講師：藤本迪也)

第５回 ６月13日㈯ 10：30～16：00 担当：簗田 (ゲスト講師：廣瀬克己)
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